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FP2基本マザーボードHタイプ

FP
2S

H FP3増設マザーボードを接続可能とす
るための
『FP2基本マザーボードHタイプ
　AFP25011MH』

FP3増設マザーボード
（FP3用標準マザーボード）

新FP2マザーボードに対応する
『FP2増設マザーボードHタイプ
　AFP25010EH』
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FP3増設マザーの配置は任意（２枚目以降も可）

FP2増設マザーボードHタイプ

FP2SH　CPUシステムではFP3増設マザーボード上に装着したFP3MEWNET-Hリンクユニットを使用することができます。
下記の制限を御確認の上、ご使用ください。

１．対応CPUユニット：FP2SH（FP2は使用できません）
２． FP3MEWNET-HリンクユニットはFP3増設マザーボード（AFP3503,AFP3504,AFP3506)に装着します。
　　合わせてFP3電源ユニットが必要です。
３． FP3MEWNET-Hリンクユニット以外のI/Oユニットは装着できません。
４．FP2SHシステムを構成するためには
　　　・ FP2基本マザーボードHタイプ（AFP25011MH）
　　・増設ケーブル（AFP2510FP3）
　　が必要です。マザーボードＨタイプ上のCPUユニットから見るとFP3マザーボード同様に１枚あたり８ユニットを占有します
　　（接続されるFP3増設マザーボードも同様に８ユニット分占有されます）
５．更にFP2のユニットを増設する場合は
　　・ FP2増設マザーボードHタイプ（AFP25010EH）
　　が必要です。
６．FP2マザーボードHタイプ同士を接続する場合は従来の増設ケーブル(AFP2510)を使用してください
７．FPWIN-GRにてＦＰ２ＳＨのシステムレジスタ、No４４４、No４４９を変更して下さい。
　　　オプション→システムレジスタ設定→I/Oアクセス制御→No４４４　I/Oアクセス制御選択　にて　『標準』→ 『任意設定』
　　　オプション→システムレジスタ設定→I/Oアクセス制御→No４４９　レジスタ設定値（増設）にて『210』→ 『418』


